
付紙様式第２ 
 
 
 

事  業  評  価  書 

補 助 事 業 名 日出生台演習場関連公共用施設（消防に関する施設：小型動力ポンプ付積 
載車）整備事業 

補 助 事 業 者 名 玖珠町長 

実 施 場 所 玖珠町大字戸畑 

補助事業の成果の目標 

本町の消防団は全３０部で構成され、それぞれの部が格納庫に消防タンク 
車、消防ポンプ車もしくは、小型動力ポンプ付積載車を保有し管理を行って 
いる。これらの装備については、火災はもちろん荒天時の出動、各種警戒の 
ためのパトロール等に活用され、地域住民の安全安心の確保に活用さ 
れている。 

 
これらの消防車両は、緊急時により高い性能を求められるものであり、経年  
劣化が著しい10年以上経過した車両は随時、更新を図っていくことで消防  
設備の維持を図り、地域住民の生命、財産、安全を確保する。 

補 助 事 業 の 内 容 小型動力ポンプ積載車  ２台 

補助事業の始期及び終期 平成２９年度 

事業費及び交付金額 

 

２９年度     計 

事業費 

円 

9,230,760 

円 
 

円 
 

円 
 

円 
 

円 
9,230,760 

交付金額 

 
9,230,000 

     
9,230,000 

補助事業の成果及び評価 
並びに地域住民への周知 
の実施状況 

成果については、消防団員へ意見聴取したところ、「小型動力ポンプ付積 
載車を購入したことにより、消火設備が整ったことから火災時の消防活動を 
円滑に実施できるようになった。」との意見が寄せられており、地域住民の安 
全確保に寄与することができた。 

 
また、車両に「防衛省 特定防衛施設周辺整備調整交付金事業」の記載を 
行い周知を図った。 

事業の改善措置及び今後 
の対応 

 無 

事業の評価に際しての第 
三者機関の活用の有無 

 無 



付紙様式第２ 
 
 
 

事  業  評  価  書 

補 助 事 業 名 
日出生台演習場関連公共用施設（消防に関する施設：小型動力ポンプ）整 
備事業 

補 助 事 業 者 名 玖珠町長 

実 施 場 所 玖珠町大字戸畑 

補助事業の成果の目標 

本町の消防団は全３０部で構成され、小型動力ポンプについては２５部が保 
有し管理を行っている。これらのポンプについては毎月機械器具点検を行 
い、常に正常に作動するよう整備している。また、火災発生時には直ちに出動
し、消火活動を行うことで地域住民の安全安心確保に貢献している。 

 
これらのポンプは、緊急時により高い性能を求められることから、経年劣化が著
しい10年以上経過したものを随時、更新を図っていくことで消防設備の維   
持を図り、地域住民の生命、財産、安全を確保する。 

補 助 事 業 の 内 容 小型動力ポンプ ２台 

補助事業の始期及び終期 平成２９年度 

事業費及び交付金額 

 ２９年度     計 

事業費 

円 

3,503,520 

円 
 

円 
 

円 
 

円 
 

円 
3,503,520 

 

交付金額 

 
3,503,000 

     
3,503,000 

 

補助事業の成果及び評価 
並びに地域住民への周知 
の実施状況 

成果については、地元消防団に意見聴取したところ、「小型動力ポンプを購
入したことにより、消火設備が整ったことから火災時の消防活動を円滑に実施 
できるようになった。」との意見が寄せられており、地域住民の安全確保に寄  
与することができた。 

事業の改善措置及び今後 
の対応  無 

事業の評価に際しての第三 
者機関の活用の有無  無 



付紙様式第２ 
 
 
 

事  業  評  価  書 

補 助 事 業 名 日出生台演習場関連公共用施設（消防に関する施設：防火水槽）整備事業 

補 助 事 業 者 名 玖珠町長 

実 施 場 所 玖珠町大字戸畑 

補助事業の成果の目標 

 

当地区内には防火用水が無く、現在、火災時には、近くの川からポンプ車 
や小型ポンプにより、中継して、消火活動をする必要があり、放水開始まで 
時間を要している。 

 
当地区内に防火水槽を設置することにより、迅速な消火活動の実施及び 
地域住民の生命、財産、安全を確保する。 

補 助 事 業 の 内 容 耐震性防火水槽(40㎥) １基 設置 

補助事業の始期及び終期 平成２９年度 

事業費及び交付金額 

 ２９年度     計 

事業費 

円 

14,008,680 

円 
 

円 
 

円 
 

円 
 

円 
14,008,680 

交付金額 

 
13,998,000 

     
13,998,000 

補助事業の成果及び評価 
並びに地域住民への周知 
の実施状況 

消防団に聞き取り調査を行ったところ、「防火水槽を設置したことにより、消 
火設備が整ったことから訓練をとおして火災時の消火活動が円滑に実施で 
きるようになった。」等の意見が寄せられており、本事業の目標を達成するこ 
とができた。 

 
また、「特定防衛施設周辺整備調整交付金事業」と記載した看板を設置し 
周知を図った。 

事業の改善措置及び今後 
の対応 

 無 

事業の評価に際しての第 
三者機関の活用の有無 

 無 



付紙様式第２ 

 
 
 

事  業  評  価  書 

補 助 事 業 名 日出生台演習場関連公共施設(環境衛生施設：ＬＥＤ防犯灯)整備事業 

補 助 事 業 者 名 玖珠町長 

実 施 場 所 玖珠町大字戸畑、四日市、古後、日出生、森、岩室、山下 

補助事業の成果の目標 

全国において、児童・生徒が事件に巻き込まれる案件が相次ぐほか、町内   
においても声掛け・付きまとい事件が発生するなど、児童・生徒を犯罪被害   
から守るための未然防止対策は極めて重要であり、また、夜間の悲惨な高齢 
者の交通死亡事故も発生している状況で、交通安全対策としても重要な役   
割を担っています。 

 
以上を総合的に判断し、地区内の主要道路等に防犯灯を設置し、地域住   
民の安心・安全を確保することとします。 

補 助 事 業 の 内 容 LED防犯灯４１５基設置 

補助事業の始期及び終期 平成２７年度～平成３１年度 

事業費及び交付金額 

 ２７年度 ２８年度 ２９年度   計 

事業費 

円 

3,504,600 
 

円 

5,454,000 
 

円 

7,004,240 
 

円 
 

円 
 

円 
15,962,840 

 

交付金額 

 

2,950,000 

 

 

5,454,000 

 

 

6,996,000 

 

   

15,400,000 

 

補助事業の成果及び評価 
並びに地域住民への周知 
の実施状況 

住民に意見聴取したところ「LED防犯灯を設置したことにより、歩道などが   
明るくなり、より安心して暮らせるようになった」等の意見が寄せられており、   
地域の安全確保に寄与することができた。現地において、交換前後の路面  
の照度を測定しその改善を確認した。 

 
玖珠町内全戸に配布する町広報や工事看板において「特定防衛施設周   
辺整備調整交付金」で実施した旨を記載し、周知を図った。 

事業の改善措置及び今後 
の対応 

 無 

事業の評価に際しての第 
三者機関の活用の有無 

 無 



付紙様式第２ 

 
 
 

事  業  評  価  書 

補 助 事 業 名 日出生台演習場関連公共用施設（通信施設：防災行政無線戸別受信機）整 
備事業 

補 助 事 業 者 名 玖珠町長 

実 施 場 所 玖珠町内 

補助事業の成果の目標 

玖珠町における防災行政無線放送設備は平成10年度に整備され、現在   
町内6,240戸に受信機を設置し、行政サービス、防災情報の広報等を通じて 
町民の安心安全な生活環境の保持に活用されている。 

 
一方、設置後19年を経過し各戸に設置されている戸別受信機の老朽化が 
進みつつあることから、聞こえづらい等不具合が発生した受信機から順次更 
新するため120台を購入するものである。 

補 助 事 業 の 内 容 防災行政無線戸別受信機（120台） 

補助事業の始期及び終期 平成２９年度 

事業費及び交付金額 

 ２９年度     計 

事業費 

円 

3,888,000 

円 
 

円 
 

円 
 

円 
 

円 

3,888,000 

交付金額 

 

3,888,000 

     

3,888,000 

補助事業の成果及び評価 
並びに地域住民への周知 
の実施状況 

成果については、防災行政無線戸別受信機の更新した全世帯に意見聴   
取したところ、「交換したことで聞こえやすくなった。」等の意見が寄せられて  
おり、地域住民の安全確保に寄与することができた。 

 
また、戸別受信機に、特定防衛施設周辺整備調整交付金事業である旨を  
記載し、周知を図った。 

事業の改善措置及び今後 
の対応 

 無 

事業の評価に際しての第 
三者機関の活用の有無 

 無 

 


